
 
1.1 経営戦略改定の趣旨  

富士河口湖町では、将来にわたり安全で安定した水道水を供給し続けるため、

令和２年 12 月に水道事業経営戦略を策定し、令和６年度には公営企業会計への

移行により、経営基盤の強化に取り組んできました。 

その後、コロナ禍で一時落ち込んだ観光需要の回復に伴う水需要変動への対

応や、災害対応力の強化などが求められていることから、これまでの取組と課題

を整理し、現状と将来を見据えた経営戦略の見直しを行うものです。 

 

1.2 計画の位置づけ 
経営戦略は、関係諸計画との整合を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.3 計画期間 
計画期間は、令和８年度から令和 17 年度の 10 年間とします。 
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2.1 水道事業の現況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2 経営の状況 
本町の簡易水道事業は、令和６年度から公営企業会計を適用しています。令和

６年度における事業全体の決算では、収益的収支は黒字ですが河口湖簡易水道

事業及び足和田簡易水道事業は赤字であり、一般会計からの補助金等により経

営を維持しています。資本的収支の支出超過分は、損益勘定留保資金で補てんし

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3 経営指標による評価 

 

 

 

 

 

 

  
 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

■経常収支比率 

経常収支比率とは、給水収益や一般会計からの繰入金等により、維持管理費や

支払利息等の費用をどの程度賄えているかを示す指標です。100％以上であれば

単年度収支が黒字、100％未満であれば赤字を示し、経営改善が必要となります。 

■累積欠損金比率 

累積欠損金とは、過年度から積み重なった損失のうち、利益剰余金等で補塡で

きずに残っている額をいいます。累積欠損金がある場合は、経営の健全性に課題

があるため、経営改善が必要となります。 

■企業債残高対給水収益比率 

本指標は類似団体平均より高いものの、有収水量１㎥当たりの企業債残高は

類似団体と比べて概ね適正な範囲にあります。したがって、比率が高い主因は、

事業規模に対して給水収益が相対的に低いことにあると考えられます。 

■料金回収率 

料金回収率とは、供給単価に対する給水原価の割合を示す指標です。100％未

満の場合、給水収益だけでは給水原価を賄えておらず、料金水準が原価を下回っ

ていることを示します。このため、原則として 100％以上の確保が必要です。 

 

2.4 水道料金体系 

水道料金表      （2 月当たり：税抜） 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１.経営戦略改定の趣旨及び計画期間 ２.水道事業の現況 

富士河口湖町簡易水道事業 経営戦略 概要版 

収益的収支 

資本的収支 

反映 
簡易水道事業 

経営戦略改定 

（R8～R17） 

水道事業 

ビジョン 

(R8～R17) 

総 務 省 国土交通省 

水道事業  

基本計画  

（R8～R17） 

新水道 

  

ビジョン 

第２次 

富士河口湖町 

総合計画 

後期基本計画 

(2023～2027) 

富士河口湖町 

人口ビジョン 

  

（R7.2 月） 

反映 整合 

具現化対策 

反映 反映 

富士河口湖町 

反映 

経営戦略 

策定・改定 

ガイドライン 

（H31） 

給水人口、給水量の推移 

類似団体値を平均値の 3 として比較 

2023 2025 2027 2029 2031 2033 2035

(令和5) (令和7) (令和9) (令和11) (令和13) (令和15) (令和17)

年　　度

富士河口湖町水道事業経営戦略

山梨県水道ビジョン・広域化推進プラン

富士河口湖町人口ビジョン（2025→2060）

富士河口湖町簡易水道事業経営戦略

富士河口湖町水道事業ビジョン

第2次富士河口湖町総合計画
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H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

(㎥/日)(人)

年 度 給水人口 有収水量

全 体 河口湖 足和田 上九一色
84,631 41,462 14,066 29,103

220 182 12 26
152,483 76,249 30,494 45,740

7,291 5,416 536 1,339
244,625 123,309 45,108 76,208

維持管理費 75,822 35,638 17,577 22,607
減価償却費 152,286 82,924 25,921 43,441
その他営業費用 0 0 0 0
支払利息 12,929 6,714 1,589 4,626
その他営業外費用 29 19 10 0

488 52 20 416
241,554 125,347 45,117 71,090

3,071 ▲ 2,038 ▲ 9 5,118
63.97 50.86 71.18 93.82

115.89 93.43 138.90 160.25

特別収益
計 ①

営業費用

営業外費用

供給単価（円/m3)

計 ②
損益 ①-②

特別損出

年 度
給水収益

その他営業収益
営業外収益

給水原価（円/m3)

全 体 河口湖 足和田 上九一色
93,700 36,500 0 57,200
38,645 35,627 2,710 308

132,345 72,127 2,710 57,508
124,178 61,268 7 62,903
52,311 20,867 9,028 22,416

0 0 0 0
176,489 82,135 9,035 85,319
▲ 44,144 ▲ 10,008 ▲ 6,325 ▲ 27,811 

損益勘定留保資金 36,123 7,677 6,325 22,121
積 立 金 0 0 0 0
その他 8,021 2,331 0 5,690

計 44,144 10,008 6,325 27,811

企業債
負担金他
計 ①

建設改良費
企業債償還金

計 ②
不足額 ①-②

補

填

財

源

その他

年 度

(税抜：千円) 

(税込：千円) 

事  業  区  分 基本料金 
（２ヶ月） 

超過料金 
(1㎥につ
き) 

メーター使用料（２ヶ月） 
13㎜ 20㎜ 25㎜ 30㎜ 40㎜ 50㎜ 75㎜ 

河口湖簡易水道 
(大石・河口・浅川) 

20㎥ 
まで 

1,000 40 150 300 320 560 640 2,520 3,380 
河口湖簡易水道 

(松風台) 
20㎥ 
まで 

1,000 40 720 880 960 1,200 1,340 3,200 3,800 

足和田簡易水道 20㎥ 
まで 

1,110 52 150 300 320 560 640 2,520 3,380 

上九一色簡易水道 20㎥ 
まで 

2,000 80 150 300 320 560 640 2,520 3,380 
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上水道事業

類似団体

上九一色簡易水道

足和田簡易水道

河口湖簡易水道

（円）

10 ㎥当たり水道料金（税込）の比較 

創設認可年月日 本編簡易水道事業の沿革参照 計画給水人口 8,640 人 

法適（全部・財務） 

・非適の区分 
法適用（一部） 

現在給水人口 6,211 人 

有収水量密度 0.72 千㎥/ha 

水源(休止･予備除く) 地下水 26 箇所、湧水５箇所、表流水１箇所 

配 水 池 配水池 20 基 管路延⾧ 160.1ｋｍ 

施設能力 8,265 ㎥/日 施設利用率 64.82％ 

 

項    目 全体 河口湖 足和田 上九一色 類似団体

経常収支比率(%) 98.45 94.09 98.84 105.94 100.59

累積欠損金比率(%) 119.97 125.20 389.07 0.00 18.31

流動比率(%) 201.15 251.01 137.67 138.17 146.79

企業債残高対

給水収益比率(%)
料金回収率(%) 55.20 54.43 51.25 58.55 53.53

給水原価(円/㎥) 115.89 93.44 138.90 160.25 236.73

施設利用率(%) 64.82 79.03 52.64 57.46 56.35

有収率(%) 67.66 70.32 57.80 68.33 69.33

耐震適合率(%) 66.92 56.42 59.93 81.79 44.00

1823.75 2262.20 1345.30 1430.35 1124.56



 

3.1 水需要予測 
給水人口は、全ての事業において緩やかな減少傾向となる見込みです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
有収水量は、インバウンド等による需要増を背景に河口湖簡易水道事業は

緩やかな増加傾向となる見込みで、それ以外の事業は現状維持程度となる見

込みです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2 給水収益の予測 
給水収益の予測は、水需要予測における有収水量の推計値に、直近の供給

単価を乗じて行います。今後の給水収益は、有収水量同様緩やかな増加傾向

となる見込みで、目標年度の令和 17 年度には令和６年度実績に比べ約 2.3％

の増加となる見込みです。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.1 将来像及び基本理念 
将来像及び基本理念を以下のとおりとし、町民の皆様と連携したより良い

水道事業の運営に努めます。 

 

将来像 

－ ひとと地域を思いやる水道 － 
基本理念 

強靭：使いやすい安定的な水道 

安全：安心で快適な水道 

持続：安定供給を続ける水道 

4.2 経営目標 

 

4.3 投資目標 
施設整備は、施設の更新及び管路耐震化（改良）に重点を置き、令和 17 年度

までの投資計画を以下のとおりとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
事業の独立採算制を目標に、令和 11 年度及び令和 16 年度に料金改定が必要

です。これにより各指標値が改善されていきます。 

 

所要料金改定率 

事業名 河口湖 足和田 上九一色 

令和 11 年度 100.0％ 70.0％ 65.0％ 

令和 16 年度 20.0％ 45.0％ 45.0％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

項  目 単位 
Ｒ６年度 

実績 

類似団体 

(R6) 

目標値 

(R17) 

財政試算  

(1) 経常収支比率 ％ 98.45 100.59 100 以上 

(2) 累積欠損金比率 ％ 124.44 18.31 40 以下 

(3) 流動比率 ％ 201.15 146.79 200 以上 

(4) 企業債残高対 
給水収益比率 

％ 1,823.75 1,124.56 1,000 以下 

(5) 料金回収率 ％ 55.20 53.53 100 以上 

(6) 給水原価 円/㎥ 115.89 236.73 145.00 

(7) 施設利用率 ％ 64.82 56.35 64 以上 

(8) 有収率 ％ 67.66 69.33 67 以上 

投資試算 

(1) 有形固定資産 
減価償却率 

％ 4.68 37.62 ― 

(2) 管路経年化率 ％ 33.44 15.20 ― 

(3) 

管路耐震化率     

全体管路 ％ 66.92 ― 70.00 

基幹管路 ％ 54.18 44.00 ― 

(4) 管路更新率 ％ 0.23  0.17 0.35 

３.将来の事業環境 ４.目標の設定 ５.経営戦略の基本方針 

６.財政収支計画 

７.進捗管理 

① 施設の縮小及び統廃合 
（ダウンサイジング） 
② 施設性能の合理化 
（スペックダウン） 
③ 新技術の導入による経費削減 
（DX・GX の取組） 
④ 施設・設備の⾧寿命化 
（ライフサイクルコストの低減） 

① 職員数の適正化 
② DX の取組 
③ 民間委託の取組 
④ 広域化の推進 
⑤ 職員の人材育成 

両
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ら
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衡
点
探
る 

コストダウンに向けた重点施策 

供 給 の 安 定 化 経 営 の 健 全 化 

 
⑥ 企業債発行額の適正化 
⑦ 適正な自己資金の確保 

投 資 試 算  

経 費 効 率 化  

財 源 試 算  

取 組 反 映

R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

河口湖 4,060 4,060 4,060 4,060 4,050 4,050 4,050 4,050 4,050 4,050

足和田 1,360 1,360 1,340 1,330 1,330 1,330 1,330 1,320 1,320 1,310

上九一色 800 800 790 780 780 760 760 760 750 730

全域 6,220 6,220 6,190 6,170 6,160 6,140 6,140 6,130 6,120 6,090
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給水人口の推計：全域右軸、他左軸（人）

R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

河口湖 2,220 2,230 2,250 2,270 2,280 2,290 2,300 2,310 2,320 2,330

足和田 590 590 590 590 590 590 590 590 590 590

上九一色 810 810 810 810 810 810 810 810 810 810

全域 3,620 3,630 3,650 3,670 3,680 3,690 3,700 3,710 3,720 3,730
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有収水量の推計：全域右軸、他左軸（㎥/日）

R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

河口湖 41,196 41,501 41,756 42,162 42,315 42,620 42,722 42,874 43,078 43,383

足和田 15,303 15,374 15,303 15,303 15,303 15,374 15,303 15,303 15,303 15,374

上九一色 27,770 27,770 27,770 27,770 27,770 27,770 27,770 27,770 27,770 27,770

全域 84,269 84,645 84,829 85,235 85,388 85,764 85,795 85,947 86,151 86,527
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給水収益の推計：全域右軸、他左軸（千円）

R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

資金残高 117 119 122 126 128 128 129 130 129 129

企業債残高 1,750 2,077 2,145 2,126 2,091 2,057 2,023 1,986 1,953 1,918

企業債比率 2,077 2,454 2,529 1,362 1,336 1,309 1,286 1,260 941 920
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(率:％)(残高:百万円) 資金及び企業債残高(簡水全体)

R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

累積欠損金比率 137.48 136.87 136.57 67.15 63.73 63.44 63.4 63.28 42.11 38.44

料金回収率 52.73 46.14 42.77 76.62 76.54 77.47 78.09 78.75 104.41 105.46
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(％) 累積欠損金比率及び料金回収率(簡水全体)

経営戦略は令和 17 年度

までを計画期間としていま

すが、今後は多額の投資に

加え物価高騰により、経営

環境の厳しさが増すことが

見込まれます。このため、

毎年度の進捗確認と、概ね

３～５年ごとの見直しを行

い、持続可能な事業運営に

つなげます。 

項 目 内 容 目 的 事 業 費 
（千円） 

河口湖簡易水道事業 

浅川水系 
配水池・水源地築造工事 

SUS 製 V=300 ㎥ 老朽施設更新 
耐震性確保 

317,148 
配管工事 112,072 

御坂配水場 
除マンガン施設設置工事 除マンガン施設 適正水質確保 99,000 

施設の定期更新 
設備の更新、 
管路更新(耐震

化) 
老朽施設更新 264,200 

小  計 792,420 
足和田簡易水道事業 

施設の定期更新 
設備の更新、 
管路更新(耐震

化) 
老朽施設更新 105,000 

上九一色簡易水道事業 
精進青木ヶ原 

配水池更新事業 SUS 製 V=150 ㎥ 老朽施設更新 
耐震性確保 142,600 

施設の定期更新 
設備の更新、 
管路更新(耐震

化) 
老朽施設更新 104,400 

小  計 247,000 
本体工事費計 1,144,420 

事務費 委託費 各種設計 109,950 
小  計 1,254,370 
消 費 税 125,437 
合  計 1,379,807 

 


